


ペー
ジの

教訓 被災者に学ぶ

地域の防災力

災害時、命の危険を感じたときには、
“すぐ逃げる”ことです。
そのために有効なのは、訓練です。
そして、頼りになるのは近くに住む人
たちです。
各地区（地域）の　　　　　　　　で行
われる訓練には、積極的に参加するよ
うにし、いざというときの行動を体感
しておきましょう。

ＮＴＴ西日本が提供する「災害伝言サービス」。大
規模災害発生時、電話による安否確認の連絡が取
りにくいときの、被災地域内やその他の地域の人

との伝言板です。

自主防災組織

もしものときの○○

171をダイヤルし、ガイダンスに
したがって録音・再生を行って
ください。

※インターネットを活用した「災害用伝言板Web171」は

　https://www.web171.jp
にアクセスし、画面の指示にしたがって利用してください。

｜出典｜

https://www.ntt-west.co.jp/dengon/pdf/171brochure_a4.pdf

平
成
16
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨 

 

（
平
成
16
年
７
月
）

「
ふ
だ
ん
か
ら
の
声
か
け
が　

   　
　

災
害
時
に
生
き
る
」

『
一
日
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』エ
ピ
ソ
ー
ド
集

（三条市 80 代 女性）
　自分は今、民生委員をさせていただいて
いるんですが、市のほうからいろいろな指
示が来たときに、「いや、おら、そんなとこ、
嫌だから行かねえ」って言うお年寄りもい
ますよね。そうじゃなくて、「あんたの言
うことだったら聞くから、おれも一緒に連
れていってくれ」というような、信頼関係
をつくっておくことが大切だと思います。
　洪水で本当に水がどんどん追いかけて
くる場合は、年寄りを置いて、自分が先に
逃げるかもしれませんけれども、まず、地
域のお年寄りの人たちに、安心して町内に
住んでもらって、みんな助け合っているん
だということをわかってもらえれば、「頼
むね」「うん、任せてね」っていう、そう
いう信頼関係ができると思います。
　普段からお宅を訪問して健康状態を聞
いたり、心配事はないかとかいう話しをし
ておいて、自治会長さんとうまく連絡をと
りあって、一緒に避難するという約束ごと
をつくっておけ
ば、みんな一緒
に逃げられるっ
て思いました。

｜内閣府｜もし、一日前に戻れたら…私たち（被災者）

から皆さんに伝えたいこと『一日前プロジェクト』エピソー

ド集から。　　　　　　　　� 　（平成２２年３月版）
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20 一日前プロジェクト 2006

平成16年7月新潟・福島豪雨 （平成16年7月）

災
害
共
通

災
害
共
通

（三条市 80代 女性）

ふだんからの声かけが災害時に生きる

自分は今、民生委員＊をさせていただいているんですが、市のほうからいろいろ
な指示が来たときに、「いや、おら、そんなとこ、嫌だから行かねえ」って言うお
年寄りもいますよね。そうじゃなくて、「あんたの言うことだったら聞くから、お
れも一緒に連れていってくれ」というような、信頼関係をつくっておくことが大切
だと思います。
洪水で本当に水がどんどん追いかけてくる場合は、年寄りを置いて、自分が先に

逃げるかもしれませんけれども、まず、地域のお年寄りの人たちに、安心して町内
に住んでもらって、みんな助け合っているんだということをわかってもらえれば、
「頼むね」「うん、任せてね」っていう、そういう信頼関係ができると思います。
普段からお宅を訪問して健康状態を聞いたり、心配事はないかとかいう話しをし

ておいて、自治会長さんとうまく連絡をとりあって、一緒に避難するという約束ご
とをつくっておけば、みんな一緒に逃げられるって思いました。

＊ 民生委員とは、社会奉仕の精神を持ち、常に住民の立場になって相談に
応じるなど、社会福祉の増進に努めることを任務として、市町村の区域
に配置されている民間の人です。また、民生委員は児童委員を兼ねてい
ます。



昭
和
16
年
６
月

　

県
立
漁
民
道
場
の
第
１
回
入
場
式

昭
和
23
年
４
月

　

�

熊
本
県
立
天
草
農
業
高
等
学
校
富
岡
分
室

と
し
て
開
校
さ
れ
、
漁
業
課
程
を
設
置

昭
和
24
年
４
月

　

男
女
共
学
制
を
実
施
す
る
。

昭
和
29
年
４
月

　

�

県
立
天
草
水
産
高
等
学
校
と
し
て
独
立

し
、
漁
業
・
製
造
・
増
殖
の
３
コ
ー
ス
と

な
る
。

苓
洋
高
校
の
閉
校
を
惜
し
ん
で

　

こ
の
度
、苓
洋
高
校
が
閉
校
し
ま
し
た
。

同
校
の
前
身
は
、
昭
和
十
六
年
六
月
一
日

に
開
場
し
た
県
立
漁
民
道
場
で
す
。
開
場

式
に
は
、
当
時
の
県
知
事
や
海
軍
大
佐
な

ど
来
賓
が
出
席
。
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
生
徒
は
、
地
元
の
村
長
や
漁
業
組
合
長

か
ら
推
薦
さ
れ
た
、
十
五
歳
か
ら
二
十
八

歳
ま
で
の
二
十
九
名
。修
業
年
限
一
年
間
。

　

仮
道
場
の
瑞
林
寺
で
の
合
宿
生
活
は
、

朝
五
時
起
床
。
白
ベ
コ
一
枚
で
西
海
岸
の

海
に
体
を
つ
け
る
禊
（
み
そ
ぎ
）
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
汐
入
の
新
校
舎
の
埋
立
工

事
は
、
富
岡
町
民
も
駆
り
出
さ
れ
、
生
徒

た
ち
は
毎
日
の
よ
う
に
造
成
工
事
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
新
校
舎
建
設
で
は
、
志
岐

村
出
身
の
実
業
家
・
田
付
貞
明
氏
が
多
額

の
寄
付
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。　

　

同
道
場
は
、
水
産
講
習
所
、
天
草
農
業

高
校
富
岡
分
室
を
経
て
、
同
二
十
九
年
に

天
草
水
産
高
校
に
独
立
。
同
三
十
五
年
に

熊
本
水
産
高
校
に
改
称
。
同
四
十
五
年
、

漁
業
科
・
製
造
科
・
増
殖
科
に
加
え
て
、

急
ご
し
ら
え
の
家
政
科
が
新
設
さ
れ
、
一

学
年
百
六
十
五
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
学
校
の
外
観
は
、
狭
隘
な

校
地
と
貧
弱
な
施
設
で
、
分
教
場
を
思
わ

せ
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち

は
、
天
草
の
古
都
・
富
岡
を
舞
台
に
、
若

い
血
を
た
ぎ
ら
せ
、
青
春
を
謳
歌
し
て
、

水
産
男
児
と
し
て
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

同
校
の
特
徴
は
、
宿
泊
訓
練
の
夏
期
実

習
名
物
、
シ
ン
ボ
ル
の
体
育
祭
で
し
た
。

新
入
生
の
最
大
関
門
で
あ
る
夏
期
実
習
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苓
洋
高
校
、
閉
校

　

苓
洋
高
校
の
卒
業
式

と
閉
校
式
が
３
月
１
日
、

同
校
体
育
館
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
16
年
に
県
立
漁

民
道
場
と
し
て
創
立
以

来
、
天
草
農
業
高
校
富
岡

分
室
、
天
草
水
産
高
校
、

県
立
水
産
高
校
、
苓
洋

高
校
（
平
成
４
年
）、
天

草
拓
心
高
校
マ
リ
ン
校

舎
（
平
成
27
年
）
と
変
遷
し
て
き
た
が
、
県

立
高
校
再
編
に
よ
り
、本
年
３
月
を
も
っ
て
、

独
立
し
た
県
内
唯
一
の
水
産
系
高
校
と
し
て

の
、
76
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
。
４
月
か

ら
は
、
苓
洋
の
校
名
は
消
え
、
熊
本
県
立
天

草
拓
心
高
校
マ
リ
ン
校
舎
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
。

　

76
年
間
で
約
五
千
九
百
人
が
卒
業
し
、
水

産
系
を
中
心
に
多
様
な
人
材
が
各
方
面
で
活

躍
し
た
こ
と
は
、
わ
が
町
の
誇
り
で
あ
る
。

　

閉
校
式
に
訪
れ
た
昭
和
40
年
卒
の
岩
見
洋

平
さ
ん
（
内
田
）
は
、「
卒
業
後
は
関
西
で

真
珠
加
工
の
仕
事
に
就
い
た
。
富
岡
城
の
下

（
に
あ
っ
た
校
舎
）
で
の
熊
本
水
産
の
時
代

を
思
い
出
す
」
と
懐
か
し
ん
だ
。

　

本
紙
で
は
同
校
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る

べ
く
、
76
年
の
歩
み
と
、
閉
校
に
寄
せ
ら
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
紹
介
す
る
。

（
寄
稿
者
の
敬
称
略
）　

校歌　校歌二番冒頭にある「図南の夢」は、閉校記念誌の表題
にも採用された。古代中国の思想家、荘子の『荘子』の寓話に
由来し、「大いなる夢、大いなる志」の意味を持つという。

特集　苓洋高校、閉校
嗚呼、水産魂よ　永遠に。

閉校記念誌「図南の夢」

学
校
沿
革

写真－ 2 天草水産高校時代校舎（昭和 30 年）

写真－ 1　富岡分室時代
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は
、
学
校
に
一
週
間
合
宿
し
て
、
マ
ラ
ソ

ン
・
相
撲
・
手
旗
信
号
・
和
船
漕
ぎ
・
水

泳
と
、
先
輩
や
指
導
教
官
か
ら
し
ご
か
れ

ま
し
た
。

　

特
に
、
廻
し
を
絞
め
た
相
撲
は
、
ぶ
っ

か
り
稽
古
・
四
股
踏
み
・
ウ
サ
ギ
跳
び
で
、

皮
膚
が
深
く
剥
け
て
、
足
腰
が
立
て
な
い

程
で
し
た
。
水
泳
は
、
泳
げ
る
ま
で
船
か

ら
何
回
も
海
に
放
り
込
ま
れ
、
溺
れ
る
寸

前
で
船
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
落
伍

者
は
翌
年
の
一
年
生
と
再
度
履
修
し
ま
し

た
。

　

体
育
祭
は
、
一
ヶ
月
前
か
ら
応
援
練
習

と
シ
ン
ボ
ル
造
り
で
す
。
応
援
練
習
は
、

扇
子
を
持
ち
三
拍
子
の
演
技
練
習
。
整
列

し
て
手
を
後
ろ
に
組
み
、
校
歌
・
逍
遥
歌
・

水
産
節
・
水
産
放
浪
歌
を
大
声
で
歌
い
ま

し
た
。

　

シ
ン
ボ
ル
造
り
は
、
尾
越
か
ら
孟
宗
竹

を
切
り
出
し
、
新
聞
紙
・
竹
ひ
ご
・
ダ
ン

ボ
ー
ル
・
針
金
・
糊
だ
け
で
、
伊
勢
海
老
・

タ
イ
マ
イ
・
セ
イ
ウ
チ
・
戦
艦
大
和
な
ど

巨
大
な
水
産
生
物
を
造
り
ま
し
た
。

　

実
習
船
「
熊
本
丸
」
は
、
同
三
十
八
年

以
降
、
ソ
連
と
の
漁
業
交
渉
の
重
要
資
料

と
な
る
水
産
庁
の
委
託
調
査
を
、
ア
ラ
ス

カ
沖
の
ベ
ー
リ
ン
グ
海
で
行
い
ま
し
た
。

百
ト
ン
未
満
の
「
熊
本
丸
」
に
と
っ
て
、

数
千
キ
ロ
も
離
れ
た
北
洋
サ
ケ
・
マ
ス･

タ
ラ
バ
ガ
ニ
資
源
調
査
は
、
荒
波
と
濃
霧

に
悩
ま
さ
れ
た
過
酷
な
実
習
で
し
た
。
こ

の
航
海
に
従
事
さ
れ
た
漁
業
科
の
指
導
教

官
・
乗
組
員
・
実
習
生
は
、
全
国
に
誇
れ

る
金
字
塔
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。

　

同
四
十
六
年
、
現
在
地
に
移
転
し
た
三

階
建
て
新
校
舎
は
、
近
代
的
な
偉
容
を
誇

る
高
校
へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
四
年
に
は
苓
洋
高
校
と
改
称
さ

れ
、
普
通
科
・
情
報
処
理
科
・
海
洋
開
発

科
・
水
産
食
品
科
の
四
科
体
制
で
一
学
年

百
七
十
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
同
校
と
地
元
町
民
の
触
れ
合

い
を
想
起
し
て
み
ま
す
と
、
次
の
出
来
事

が
あ
り
ま
す
。
真
珠
湾
攻
撃
し
た
夜
、
漁

民
道
場
生
は
富
岡
町
民
の
提
灯
行
列
に
参

列
。
戦
時
中
の
富
岡
町
民
体
育
祭
に
、
出

征
し
た
青
年
に
変
わ
り
漁
民
道
場
生
が
出

場
。
戦
後
に
復
活
し
た
天
草
灘
ふ
か
狩
り

に
、
白
ふ
ん
ど
し
で
水
高
生
が
網
引
き
で

活
躍
。
水
高
体
育
祭
で
は
シ
ン
ボ
ル
・
応

援
合
戦
・
仮
装
行
列
に
多
く
の
町
民
が
見

物
。
二
十
軒
近
い
下
宿
屋
で
青
春
の
思
い

出
を
育
ん
だ
下
宿
生
活
。
苓
洋
生
も
櫂
を

漕
い
だ
苓
北
じ
ゃ
っ
と
祭
ペ
ー
ロ
ン
競
漕

な
ど
。

　

七
十
六
年
間
、
同
校
を
ご
愛
顧
・
ご
支

援
頂
い
た
町
民
皆
様
へ
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
謹
ん
で
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

苓
洋
高
校
同
窓
会
・
巴
水
会
会
長　
　

平
井　

建
治　

昭
和
35
年
４
月

　

熊
本
県
立
水
産
高
等
学
校
と
改
称

昭
和
36
年
８
月

　

�

実
習
船
99
・
49
㌧
型
２
隻
竣
工
、
第
１
・

第
２
熊
本
丸
と
命
名

昭
和
42
年
３
月

　

寄
宿
舎
「
拓
洋
寮
」
を
新
築

昭
和
46
年
３
月

　

�

新
校
舎
完
成
（
第
１
期
）
に
つ
き
苓
北
町

富
岡
３
７
５
７
番
地
に
移
転

昭
和
48
年
２
月

　

第
２
代「
熊
本
丸
」（
２
９
５
・
45
㌧
）
竣
工

昭
和
60
年
３
月

　

第
３
代「
熊
本
丸
」（
３
８
０
㌧
）
竣
工

昭
和
60
年
10
月

　

�

水
産
教
育
45
周
年
及
び
熊
本
丸
竣
工
記
念

写真－ 4
夏期実習「手旗信号練習」

（昭和 34 年７月）

写真－ 5 
体育祭シンボル「北海の熊」

（昭和 38 年 10 月）

写真－ 6 相撲部練習
（昭和 37 年）

写真－7 天草灘ふか狩り
（昭和 32 年７月）

写真－ 3　初代第１熊本丸

式
典

平
成
３
年
１
月

　

水
産
教
育
50
周
年
の
碑
建
立
、
除
幕
式

平
成
４
年
４
月

　

�

熊
本
県
立
苓
洋
高
等
学
校
に
校
名
を
変

え
、
普
通
科
・
情
報
処
理
科
・
海
洋
開
発

科
（
海
洋
コ
ー
ス
、
栽
培
コ
ー
ス
）・
水

産
食
品
科
の
４
科
体
制
と
な
る
。

平
成
11
年
３
月

　

第
４
代
「
熊
本
丸
」（
４
４
３
㌧
）
竣
工

平
成
11
年
４
月

　

熊
本
丸
、
日
本
一
周
初
航
海

平
成
19
年
12
月

　

�

全
国
水
産
・
海
洋
系
高
等
学
校
生
徒
研
究

発
表
大
会
（
本
校
）

平
成
23
年
11
月

　

創
立
70
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

平
成
27
年
４
月

　

�

天
草
拓
心
高
等
学
校
開
校
式
、
第
１
回
入

学
式
を
挙
行
。
マ
リ
ン
校
舎
と
し
て
普
通

科
総
合
コ
ー
ス
・
海
洋
科
学
科
（
海
洋
航

海
コ
ー
ス
、栽
培
・
食
品
コ
ー
ス
）と
な
る
。

　

平
成
29
年
３
月
現
在
の
卒
業
生
総
数
は
、

男
３
，
８
２
９
人
、
女
２
，
０
８
１
人
の

計
５
，９
１
０
人
と
な
っ
た
。

苓北町富岡在住、69歳（昭和41
年度製造科卒業）
有限会社熊日天草西販売センター

特集　苓洋高校、閉校
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苓
洋
高
校
の
思
い
出

　

平
成
27
年
度
、
苓
洋
高

校
・
苓
明
高
校
・
河
浦
高

校
が
合
併
し
天
草
拓
心
高

校
が
誕
生
。
平
成
28
年
度

３
月
に
苓
洋
高
校
最
後
の

卒
業
生
が
学
び
舎
を
巣

立
っ
て
行
く
と
、
い
よ
い

よ
苓
洋
高
校
が
25
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　

私
と
苓
洋
高
校
の
最
初
の
関
わ
り
は
８
年
前
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
の
外
部
コ
ー
チ
か
ら
で
し
た
。
部
活
動
を
通
し

て
競
技
の
指
導
は
元
よ
り
挨
拶
、
生
活
態
度
等
指
導
し
て

き
ま
し
た
が
素
直
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
生
徒
、
反
抗
期

の
生
徒
、頑
張
っ
て
い
る
の
に
な
か
な
か
伸
び
な
い
生
徒
、

少
数
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
生
徒
た
ち
の
成
長
に
関
わ
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
５
年
前
長
男
が
入
学
し
学
級
委
員
か
ら
始
ま

り
、
副
会
長
１
年
、
会
長
３
年
と
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

育
友
会
会
員
の
皆
様
、
教
職
員
の
皆
様
、
苓
北
町
地
域

住
民
の
皆
様
の
協
力
、
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
や
っ
て

こ
れ
た
こ
と
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

苓
洋
高
校
か
ら
天
草
拓
心
高
校
マ
リ
ン
校
舎
と
学
校
名

は
変
わ
り
ま
す
が
子
供
た
ち
の
素
直
な
心
と
未
来
を
見
つ

め
る
輝
く
瞳
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

育
友
会
と
先
生
方
が
手
を
繋
ぎ
生
徒
た
ち
を
守
り
育
て

な
が
ら
、「
苓
洋
高
校
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
な
学
校
創
り
を
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？

　

新
年
度
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
天
草
拓
心
高
校
マ
リ
ン

校
舎
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
、
入
学
さ
せ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

が
ん
ば
れ
！
苓
洋
高
校
卒
業
生
！

が
ん
ば
れ
！
天
草
拓
心
高
校
マ
リ
ン
校
舎
の
生
徒
た
ち
！

育
友
会
会
長　

池
﨑　

精
二

閉校に寄せて

　この度、県立高等学校再編整備
等基本計画により、熊本県立苓洋
高等学校は閉校の運びとなりまし
た。本校は昭和 16 年６月１日、地
元や産業界の強い要請を受け「漁
村中堅者を養成し、水産日本の担
い手を練磨する」ことを目的とし
て苓北町富岡に開設された県立漁
民道場を起源とし、以来 75 年の永きに渡り、皆様から温か
い御支援を賜りました。ここに衷心からお礼申し上げます。
　思えば、本校の昨今の隆盛を見るに至ったのも、本校に
寄せられた町民の方々の深い御理解と御指導は言うまでも
なく、先輩方が「正大・進取・剛健・協同」の綱領のもと、
在学中に培われた県下唯一の水産系高校としての伝統とい
うべき「水産魂」を、実社会で十二分に発揮し、本校の名
声を日本はもとより世界中に轟かせて頂いたことに他なり
ません。この「水産魂」とこの校舎に刻まれた歴史と伝統
は、天草拓心高等学校マリン校舎に確実に引き継がれます。
またこれまで、物心両面にわたる援助を頂きました苓北町
長田嶋章二様を初め、歴代の町長の皆様、町民や町内各事
業所の皆様に改めて深くお礼を申し上げます。
　閉校が決まって以来、私たちは惜別の情に負けることな
く、卒業生の皆様が刻まれた素晴らしい歴史に恥じない学
校づくりをして有終の美を飾ろうと決意しました。特に近
年は、少人数の学級編成などできめ細かい丁寧な教科指導
を行うほか、地域の清掃活動や老人ホームでのボランティ
ア活動など、心の教育も実践し、社会に出ても立派に自立
し活躍できる人間の育成に努めて参りました。その結果、
長崎大学３人合格、３級海技士４人合格、科学部の日本水
産学会高校生部門金賞受賞、また今年度は、カッター部が
初の全国３位など数多くの結果を出すことができました。
　終わりに、長きにわたり本校を支え苓洋生を慈しみ育て
ていただきました地域の皆様、歴代の校長先生をはじめ旧
職員の皆様方の御努力に敬意と感謝の意を表しますととも
に、本校に関係した全ての皆様方の今後の御多幸をお祈り
いたしまして、惜別の御挨拶といたします。

苓洋高校　校長　中野　洋一

苓洋高校閉校に寄せて

　漁民道場以来 76 年という長い歴史の中で、私たち 34 名
が最後の卒業生となりました。
　これまで多くの伝統を創りあげ、それを受け継いできた
諸先輩方は、社会を担う人材として様々な分野で活躍され
ています。そうした先輩方の思いが詰まった母校が消えて
ゆくことは、とても寂しいことです。閉校が近づくにつれ
て、“閉校”という言葉の重さをようやく実感できるように
なりました。
　平成 26 年４月、初めて制服に袖を通した私は、初々しい
気持ちで入学式を迎え、苓洋生が３学年そろった最後の１
年間のスタートを切りました。翌年の春には私たちの見本
となってくださった３年生が卒業し、天草拓心高校第１期
生が入学してきました。私たちとは違う制服を見た時、少
し寂しさを感じました。この頃から最後の苓洋生というこ
とを身にしみて感じるようになりました。そして、私たち
が受け継いできた「水産魂」のバトンを拓心生に渡すため、
精一杯頑張ろうと心に決めました。
　最上級生となり、最後の苓洋生として何事も有終の美を
飾らなければならないことへのプレッシャーを強く感じる
なかで精神的にきつい時もありましたが、後輩たちの一生
懸命頑張る姿に励まされ、苓洋祭やカッターチャレンジな
ど様々な行事を拓心生と力あわせて成功させることができ
ました。これらの行事を通して、私は拓心生の後輩たちに

「水産魂」のバトンを渡せたのではないかと思います。私は
きっと今の拓心生ならば、この学校をより良いものにして
いくことができると信じています。
　来年度からは完全に天草拓心高校マリン校舎となりま
す。しかし、校名が変わっても今まで受け継がれてきた伝
統は脈々と引き継がれていきます。拓心生の皆さん、保護

者や先生方、そして地域の方々
に対する感謝の気持ちを持っ
て、みんなに愛される学校を
作っていってください。先輩
方は皆、あなた方後輩を、そ
して母校を温かく見守ってい
ます。

生徒会長　小﨑　一英

特集　苓洋高校、閉校

「業卒（ぎょうお）えたる若者
が今まさに社会に羽ばたか
んと勇み立つ、その胸中に
抱かれた大夢であり大志で
ある。なぜ夢が同時に志で
もあるのか。夢とは心に自
ずから膨らむ理想や希望。
志〈こころざし〉と は、 心 が
めざしゆくこと。歌詞は、
夢を心いっぱいに孕み、実
現に向け決然と立ち上がる
姿を謳う。ゆえに図南の夢
は大いなる志でもある」

―閉校記念誌『図南の夢』
　表題の解説から引用　

図と

南な
ん

の
夢
を
帆
に
は
ら
み

　
わ
だ
つ
み
の
子
は
今
ぞ
立
つ

　

巴
水
会
平
井
会
長
は
「
白
ベ
コ
一
枚
で
海

に
体
を
つ
け
る
禊
」
を
思
い
出
し
、
田
嶋
町

長
は
「
当
時
の
水
高
生
の
荒
々
し
さ
と
息
づ

か
い
を
忘
れ
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

校
名
を
変
え
な
が
ら
も
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
が
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
馳
せ
る
。

　

水
産
魂
と
は
、
例
え
ば
決
し
て
忘
れ
得
な

い
で
あ
ろ
う
“
天
草
洋
”
の
情
景
の
よ
う
に

―
、
卒
業
生
、
在
高
生
、
教
職
員
、
地
域
住

民
、
76
年
間
で
学
校
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

レ
ン
ズ
越
し
に
は
今
ま
さ
に
、
最
後
の
苓

洋
生
が
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

校
歌
は
謳
う
。

　
「
図
南
の
夢
を
帆
に
は
ら
み　

わ
だ
つ
み

の
子
は
今
ぞ
立
つ
」

　

嗚
呼
、
水
産
魂
よ　

永
遠
に
。

（註　写真 2,4－7 は平井建治さん提供、また写真 1,3 および学校沿革（抜粋）は、閉校記念誌による）
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文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

明
治
維
新

　

慶け
い
お
う応
４
年
（
１
８
６
８
）、
１
月
10
日
、
新

政
府
は
、
旧
幕
藩
領
を
、
直ち
ょ
っ
か
つ
ち

轄
地
と
す
る
事

を
宣
言
し
ま
し
た
。
１
月
25
日
、
沢
宣
嘉
を

九
州
鎮ち
ん
ぶ撫
総
督
（
註
１
）
に
任
命
。
２
月
１

日
、
長
崎
裁
判
所
を
設
置
し
て
、
天
草
郡
を

管
轄
に
入
れ
て
、
沢
宣
嘉
を
総
督
と
し
ま
し

た
。
４
月
25
日
、
天
草
郡
は
富
岡
県
に
な
り
、

長
崎
裁
判
所
参
謀
の
佐
々
木
高
行
が
知
県
事

（
註
２
）
に
任
じ
ら
れ
、
富
岡
陣
屋
が
庁
舎
に

あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
、
長
崎
府
が
お
か
れ
、
６
月
10

日
に
富
岡
県
は
、
天
草
県
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
８
月
17
日
、
天
草
県
は
、
長
崎
府
に
併

合
さ
れ
ま
し
た
。
富
岡
に
天
草
出
張
所
が
置

か
れ
、
郡ぐ
ん
さ
い宰
（
註
３
）
の
福
田
與
が
着
任
し

ま
し
た
。

　

明
治
２
年
６
月
20
日
、
長
崎
府
は
、
県
へ

改
め
ら
れ
ま
し
た
。
12
月
、
富
岡
出
張
所
は
、

旧
藩
時
代
の
組
制
度
を
解
体
、
大
庄し
ょ
う
や屋
と
庄

屋
を
解
任
の
上
、
各
村
を
組
み
合
わ
せ
、
新

た
な
庄
屋
を
置
き
ま
し
た
。

組
み
合
わ
せ
…
坂
瀬
川
村
と
上
津
深
江
村（
庄

屋
・
岡
部
平
太
夫
）。
富
岡
町
と
内
田
村
（
庄

屋
・
荒
木
信
之
助
）。
志
岐
村
は
独
立
（
庄
屋
・

平
井
為
八
郎
）。
都
呂
々
村
と
福
連
木
村
・
下

津
深
江
村
（
庄
屋
・
尾
上
四
方
治
）。
こ
の
時

ま
で
は
、
白
木
尾
村
と
年
柄
村
は
、
な
お
寺

領
の
ま
ま
で
し
た
。

　

明
治
３
年
３
月
、
神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
５
月
、
天
草
出
張
所
は
、
出
役
所

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
郡
宰
・

郡ぐ
ん
か
ん監
（
註
４
）
が
廃
止
さ
れ
、
福
田
與
の
後

任
に
村
崎
六
郎
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
４
年
８
月
、
天
草
出
役
所
は
、
再
び
、

出
張
所
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
同
月
、
郡
会

所
が
廃
止
さ
れ
て
、
業
務
は
、
富
岡
町
の
庄

屋
で
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
11
月
、
八
代

県
が
設
置
さ
れ
て
、
天
草
郡
は
、
同
県
に
移

管
さ
れ
ま
し
た
。
八
代
県
天
草
出
張
所
が
置

か
れ
て
、
並
河
実
忠
が
着
任
し
ま
し
た
。
白

木
尾
村
と
年
柄
村
は
、
寺
領
を
解
か
れ
ま
し

た
。

　

明
治
６
年
１
月
、
八
代
県
は
白
川
県
と
合

併
し
て
、
天
草
出
張
所
は
、
白
川
県
天
草
支

庁
に
な
り
ま
し
た
。
所
長
は
、
並
河
が
留
任

し
ま
し
た
。

支
所
の
移
転

　

明
治
維
新
後
に
、
天
草
は
、
長
崎
府
の
所

管
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
、
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
移
転
問
題
は
、
立
ち
消
え
の
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
八
代
県
に
編
入
さ
れ
た

事
に
よ
り
、
緊
急
の
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
並
河
の
判
断
で
、
町
山
口
村
（
現

天
草
市
）
に
移
転
す
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

役
所
の
建
物
は
、
元
陣
屋
と
長
屋
を
移
す
事

に
な
り
ま
し
た
。
落
成
ま
で
は
、
町
山
口
村

の
庄
屋
・
大
谷
家
を
仮
庁
舎
に
あ
て
、
明
治

６
年
３
月
28
日
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
寺
沢
広
高
に
よ
る
富
岡
城
の
築
城
以
来
、

２
７
０
年
余
に
亘
っ
て
、
天
草
統
治
の
中
心

で
あ
っ
た
行
政
庁
が
、
富
岡
町
か
ら
消
え
ま

し
た
。

神
仏
分
離
令

　

新
政
府
は
、
王
政
復
古
と
祭
政
一
致
の
理

想
を
実
現
す
る
た
め
に
、
神
道
国
教
化
の
方

針
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
神
社

と
寺
院
の
区
分
が
明
確
で
な
く
、
幣へ
い
そ
く束
の
前

に
御
神
体
、
そ
の
後
に
仏
像
が
安
置
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　

神
社
名
も
改
正
さ
れ
て
、
坂
瀬
川
村
十
五

社
宮
・
上
津
深
江
村
飛
龍
宮
・
内
田
村
三
王

権
現
宮
・
年
柄
村
十
五
社
大
明
神
宮
・
都
呂
々

村
十
五
社
宮
・
富
岡
町
飛
龍
宮
は
、
地
名
を

冠
し
た
神
社
と
な
り
ま
し
た
（
富
岡
神
社
は
、

飛
龍
社
と
申
請
し
ま
し
た
が
、
改
正
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
）。

　

神
社
に
奉
仕
し
て
い
た
僧
侶
に
は
、
還け
ん
ぞ
く俗

を
命
じ
ま
し
た
。
上
津
深
江
神
社
吉
祥
院
で

は
、
寺
院
へ
還
俗
の
願
い
を
出
し
、
僧
職
か

ら
神
職
へ
の
変
更
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
社
は
、
富
岡
神
社
を
郷
社
に
、
他
の
神

社
が
村
社
に
格
付
け
さ
れ
ま
し
た
。
寺
院
内

の
神
社
は
、
分
離
さ
れ
る
事
に
な
り
、
国
照

寺
境
内
に
あ
っ
た
天
照
皇
大
神
宮
は
、
寺
を

離
れ
て
、
白
木
尾
村
の
産
土
神
社
に
な
り
ま

し
た
（
政
府
は
、
明
治
10
年
に
、
神
道
国
教

化
の
政
策
を
放
棄
し
ま
し
た
）。

明
治
６
年
ま
で
の
国
内
の
動
き

慶
応
４
年

５
月
15
日
…�

新
紙
幣
の
拾
円
・
五
円
・
一
円
・

一
分
・
一
銖し
ゅ

を
発
行
。

７
月
17
日
…
江
戸
を
東
京
と
改
め
る
。

９
月
８
日
…
明
治
と
改
元
。

明
治
４
年
…
断
髪
令
を
布
告
（
髪
型
を
自
由

に
し
て
構
わ
な
い
）。

明
治
５
年
…
新
橋
・
横
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
。

　
　
　
　
　

学
制
を
制
定
。

明
治
６
年
…
徴
兵
令
の
発
布
。

（
註
１
）
九
州
鎮
撫
総
督
…
そ
れ
ま
で
奉
行

所
が
扱
っ
て
い
た
事
務
を
行
う
総
括
者
。

（
註
２
）
知
県
事
…
中
国
の
官
名
。
県
知
事
。

（
註
３
）
郡
宰
…
郡
の
奉
行
。

（
註
４
）
郡
監
…
監
察
担
当
。

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡
〔
第
60
回
〕
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国
保
税
率
改
正（
引
き
上
げ
）

医
療
費
の
増
加
に
よ
る
収
入
不
足
が
主
な
原
因

平
成
29
年
度
分
か
ら
の
国
保
税
率
改
正
案
（
苓
北
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
が
第
12
回
苓
北
町
議
会
臨

時
会
（
２
月
10
日
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

が

わ
り
ま
す

平
成
29
年
度
か
ら

区分 改正前 改正後

医療分

所得割 5.6 % 7.9 %
資産割 28.0 % 35.0 %
均等割 19,000円 24,000円
平等割 14,000円 17,600円
限度額 540,000円 540,000円

後期分

所得割 2.0 % 2.1 %
資産割 9.0 % 9.2 %
均等割 6,200円 6,300円
平等割 5,800円 6,000円
限度額 190,000円 190,000円

介護分

所得割 1.9 % 1.9 %
資産割 13.0 % 13.0 %
均等割 9,000円 9,000円
平等割 5,200円 5,200円
限度額 160,000円 160,000円▲

税額比較の具体例

▲

改正税率

　

国
保
事
業
は
一
般
会
計
と
違
い
特
別
会
計

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
不
足
す
る
財
源
は
、

「
原
則
、
国
保
税
で
補
う
」
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
苓
北
町
で
は
平
成
18
年

度
以
降
、
日
本
経
済
低
迷
等
の
影
響
も
考
慮

し
な
が
ら
、
基
金
の
投
入
に
よ
り
、
改
正
を

せ
ず
に
（
国
保
税
の
軽
減
を
し
て
）
き
ま

し
た
が
、
基
金
を
投
入
し
て
も
な
お
収
入
が

（
28
年
度
で
約
３
千
万
円
）
不
足
す
る
ほ
ど

の
医
療
費
現
状
に
鑑
み
、
今
回
、
税
率
の
改

正
（
引
き
上
げ
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
保
の
医
療
費
は
、
被
保
険
者
が
負
担
す

る
国
保
税
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲

医療費

▲
基金残高

● ● ● グラフ解説
左上グラフにあるとおり、
27年度の急激な医療費増に
より基金残高（左下グラフ）
も減少。28 年度も予期せ
ぬ医療費の状況は続き、基
金をとりくずした上でなお、
約３千万円が不足する状況
となりました。

［註］28 年度の不足分につ
いては、県の広域化支援基
金の借り入れなどで対応す
る。（※今回の税率改正が、
借り入れを受ける要件にも
なっている。）

□　国保税／税務住民課　○１１１　　その他国保全般／福祉保健課　○１４３問 内 内

町では今後も医療費削減のため、「健康づくり」の各種施策を進めていきます。
普段の生活から健康づくりに努めましょう。また、病気の早期発見、早期治療を心がけましょう。

（年度）

（年度）

平成 29 年度から国保税が変わります

40.4 38.7 38.4 42.8 未確定

例 軽減 改正前 改正後 引き上げ額

１人世帯　年金所得 24 万円、
固定資産税が 34,800 円の場合 ７割 ２，６３０円　

（26,300円）
３，１４０円　

（31,400円）
↑５１０円　

（↑5,100円）

４人世帯　事業所得 160 万円、
固定資産税が 62,200 円の場合 ２割 ２２，９４０円　

（229,400円）
２８，８２０円　

（２８８，２００円）
↑５，８８０円　

（↑58,800円）

５人世帯　事業所得 320 万円、
固定資産税が 188,900 円の場合 なし ５１，２２０円　

（512,200円）
６３，２２０円　

（632,200円）
↑１２，０００円　

（↑120,000円）

２人世帯　事業所得 510 万円、
固定資産税が 71,400 円の場合 なし ４８，３３０円　

（483,300円）
６２，４５０円　

（624,500円）
↑１４，１２０円　

（↑141,200円）

４人世帯　事業所得 950 万円、
固定資産税が 91,800 円の場合

限度額
超過

８９，０００円　
（890,000円）

８９，０００円　
（890,000円） －

上段：１期当たり
下段：年額（10 期分）

※税額の計算については各加入世帯の状況によって変わります。
※�H29 年２月末現在の軽減世帯の割合は、７割が37.7%、５割が17.6%、２割が11.3%

で、計66.6％となっています。

←

（単位：千円）

（単位：千円）

※基金＝財政調整基金

ご要望のある団体などへは、説明にお伺いします。

1,000,000

900,000

800,000

988,856

916,500
934,846
（推計）

875,365

955,259

122,567

80,629

40,993

0

50,000

100,000

150,000

H24 H25 H26 H27 H28

8,788

89,241

H24 H25 H26 H27 H28

1,000,000

900,000

800,000

988,856

916,500
934,846
（推計）

875,365

955,259

122,567

80,629

40,993

0

50,000

100,000

150,000

H24 H25 H26 H27 H28

8,788

89,241

H24 H25 H26 H27 H28

▲

苓北町国保　医療費と基金の推移

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
（
全

国
的
に
は
65
～
74
歳
の
前
期
高
齢
者
が
占

め
る
割
合
は
４
割
近
く
）。
町
で
も
国
保
加

入
世
帯
１
，２
８
９
世
帯
（
２
，１
４
３
人
）

の
う
ち
、
前
期
高
齢
者
の
割
合
は
43
・
4
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
９
３
０
人
）

　

ま
た
高
齢
化
に
加
え
、
医
療
の
進
歩
に
よ

る
高
額
新
薬
の
登
場
な
ど
は
、
医
療
費
が
か

さ
む
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
医
療
費
現
状
を
み
る
と
、
Ｈ
26
年
度

ま
で
は
減
少
で
推
移
し
て
き
た
も
の
の
、
Ｈ

27
年
度
に
突
発
的
に
増
加
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
42
・
８
万
円
と
、
県
内
で
も
５
番

目
に
高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

一
人
当
た
り
の
国
保
税
額
は
6.9
万
円
。
県
内

で
は
６
番
目
に
安
い
額
で
す
。（
45
市
町
村
）

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
負
担
と
給
付
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
た
め
、政
策
的
に
国
保
税
を（
基

金
の
投
入
な
ど
で
）
押
さ
え
て
き
ま
し
た
。

（
税
率
改
正
は
Ｈ
18
年
度
以
来
と
な
り
ま
す
）

〈参考〉　一人当たりの医療費（年間）　　　　　　　（単位：万円）
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笑って健康 !!
いきいき健康長寿講演会

苓北中、健闘！今後の成長に期待
中学校女子バレーボール大会

　第 32回天草郡市下島地区中学校女子バレーボール
大会は２月11日に苓北町体育センターであり、８チー
ムが出場しました。
　地元苓北中学校からは「苓北朝日」と「苓北夕陽」
の２チームが出場。朝日は予選リーグを２戦全勝で決
勝トーナメントへ進出、準決勝では惜しくも牛深中に
敗退しましたが、今後の成長が期待されます。
　結果は次のとおりです。
　▼優勝　本渡
　▽準優勝　牛深　▽３位　苓北朝日・稜南

得点を決め喜ぶ選手ら（苓北朝日チーム）

　「いきいき健康長寿講演会」は２月 15 日に志岐集
会所であり、300人近くの観客が会場を埋めつくしま
した。
　今年度の講師は、落語協会の林家
うん平さん。実体験を交えながらの
落語家の話術に大ウケの参加者ら。
臨時に用意したイスにも座りきれな
いほどいっぱいになった会場は、終
始笑い声に包まれていました。
（志岐集会所の座席数は 207） 林家うん平さん

講演に参加した皆さん、笑顔です

町の新しい“おみやげ”を開発中 !?
苓北町水産資源活用セミナー

「尺八」を小学生が体験　
都呂々小学校

　都呂々小学校では３月８日、日本伝統の和楽器「尺
八」の体験学習が５・６年生を対象に行われました。
　講師は錦戸介山さん（坂瀬川）。教材用尺八 30 本
を持参して同校を訪問。授業冒頭には舩越啓子さん（富
岡）が奏でる琴と共に生演奏を披露しました。
　児童らは授業２コマを使って尺八を体験。授業終わ
り頃には「数人が簡単な曲を弾ける」ようになるとの
ことでしたが、結果はどうだったでしょうか。
　錦戸さんは、「将来尺八をする子がでてきてくれた
らうれしい」と話しました。

　水産業振興のための「苓北町水産資源活用セミナー」
が３月 10日、役場であり町内事業者や天草拓心高校
マリン校舎の生徒らが参加しました。
　この日は、生徒らが町の水産資源を活かして、外部
講師指導のもと開発してきた商品の試食が行われまし
た。発表されたのはヒオウギガイを使った缶詰などで、
試食した参加者の感想は概ね好評。専門家からは商品
化のための具体的なアドバイスがありました。
　今後、町の新たな“おみやげ”として、商品化が期
待されます。

そう簡単には出ない音に悪戦苦闘の児童ら

試食をする参加者ら

錦戸數馬さんへ委嘱状 国体選手らがプレーを披露　
自衛官募集相談員

　苓北町自衛官募集相談員委嘱式が３月３日、苓北町
役場でありました。
　苓北町長と自衛隊熊本地方協力本部長の連名のもと
委嘱を受けたのは錦戸數馬さん（６８歳、坂瀬川和田
在住）。
　錦戸さんは同相談員として、平成19 年から５期10
年にわたり活躍中で、６期目の委嘱となりました。
　自衛官募集相談員とは、自衛官志願者に関する情報
の提供や自衛隊地方協力本部の行う募集のための活
動を支援する人です。

苓北町長杯争奪インドアソフトテニス大会

　第34回苓北町長杯争奪インドアソフトテニス大会は
３月５日に苓北町体育センターであり、熊本国体チーム
や長崎選抜チームなどがレベルの高いプレーを披露し
ました。
　苓北町からは荒木翔さん（熊本国体、苓北中出身）、
金子龍太さん（天草選抜、坂瀬川中出身）が出場し、
大会を盛り上げました。
　結果は次のとおりです。
　▼１位　熊本国体
　▽２位　熊本選抜　▽３位　長崎選抜

前列左から２番目が錦戸數馬さん

熊本国体チームで出場した荒木翔さん

元エアロビック日本代表が講演会「春風香る古城めぐりオルレ」
九州オルレフェア

　九州オルレフェア「春風香る古城めぐりオルレ」が２
月26日、天草・苓北コース（出発地点＝富岡港）であり、
約110人が参加しました。
　平成 27年２月にオープンした同コースでのオルレイ
ベントは今回で５回目。今回は旅行会社のツアーにも
組み込まれるなど、認知度も徐々に高まっています。
　今後も町、ボランティアガイド協会、商工会などが
一体となって継続的にＰＲし、リピーターを増やしてい
きたいものです。

富岡稲荷神社下付近のコースを進む参加者

苓北中学校

　苓北中学校では３月３日、主に立志式を終えた２年
生向けに「将来を見つめる」講演会がありました。
　講師は元エアロビック競技日本代表選手の大村詠一
さん。（小学校時に１型糖尿病を発症するも、４歳から
始めたエアロビックで活躍。シングルス、ダブルスで
複数回日本一になる）
　「夢がなくても焦らない」「最後まであきらめない人
が夢を実現する」などの話に、池田音々さん（２年）は、
「困難にぶつかっても乗り越えてゆける前向きな気持ち
になれた」とお礼を述べました。

講師の大村詠一さん
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苓
北
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
は
改
修
工
事
が
完
了
し
た

た
め
、
４
月
１
日
か
ら
通
常
の
利
用
が
で
き

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
利
用
の
際
は
事
務
所
（
☎
35

―
２
１
１
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□　

教
育
委
員
会　

担
当
／
酒
井

　
　

☎
○
４
０
４

　

町
内
の
道
路
に
横
断
歩
道
が
２
箇
所
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
転
車
歩
道
通
行
可

の
新
た
な
区
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
横
断
歩
道
設
置
箇
所　

　

①
西
川
内
漁
港
前
（
国
道
）　

　

②
苓
北
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
前（
町
道
）

▼
自
転
車
歩
道
通
行
可
の
区
間　

コ
ミ
セ
ン 

利
用
で
き
ま
す

横
断
歩
道
設
置　

西
川
内
漁
港
な
ど

固
定
資
産
税
の
土
地
・
家
屋
価
格
な
ど
帳
簿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

苓
北
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

鯉
の
ぼ
り　

電
線
に
注
意
！

漢
字
検
定
受
検
者
募
集

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

内

内

内

内

問

問問

問

問申
問

問

　

①�

坂
瀬
川
（
町
境
）
～
富
岡
（
ウ
ッ
デ
ィ

ハ
ウ
ス
付
近
三
差
路
）　

　

②�

志
岐
（
苓
北
交
番
前
）
～
年
柄
（
苓
北

発
電
所
付
近

　

詳
し
い
内
容
は
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

□　

天
草
警
察
署
交
通
課　

　
　

☎
24
―
０
１
１
０

　

固
定
資
産
税
（
29
年
度
）
の
課
税
対
象
と

な
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
し
た

「
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を

縦
覧
（
見
る
こ
と
が
）
で
き
ま
す
。

▼�

縦
覧
で
き
る
人　

町
内
に
所
有
す
る
土
地

ま
た
は
家
屋
納
税
者
（
ま
た
は
代
理
人
）、

納
税
管
理
人

▼�

期
間　

４
月
３
日
㊊
か
ら
６
月
30
日
㊎
ま

で
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
、

土
日
祝
は
除
く
）

▼
手
数
料　

無
料

▼�

持
参
品　

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
代
理
人
の
と

き
は
委
任
状
も
必
要
で
す
）

□　

税
務
住
民
課　

担
当
／
時
田
・
山
口

　
　

☎
○
１
１
１

　

苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
と
政
治
や
選
挙
に
関

す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
苓

北
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

▼�

活
動
内
容　

選
挙
啓
発
活
動
、
研
修
会
へ

の
参
加
な
ど

▼�

応
募
条
件　

①
苓
北
町
に
在
住
の
有
権
者

で
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
に
関
心
の
あ
る

人　

②
政
党
等
に
所
属
し
て
い
な
い
人　

③
中
立
・
公
正
な
立
場
で
活
動
で
き
る
人

（
選
挙
運
動
に
従
事
し
な
い
人
）

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
任
期　

２
年
（
平
成
29
／
30
年
度
）

▼
募
集
期
間　

４
月
７
日
（
金
）
ま
で

▼�

応
募
方
法　

役
場
総
務
課
備
付
け
、
も
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□　

苓
北
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務

課
内
／
道
田
）
☎
○
２
１
０

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼�

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
と
こ

ろ
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

▼�
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
時
・
倒
す

時
は
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼�

万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合

は
、
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
自
分
で
取
ろ
う

と
せ
ず
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□　

九
州
電
力
㈱
天
草
営
業
所

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
８
６
―
６
０
７

　

内
田
工
業
団
地
内
で
実
施
し
た
右
記
実
証

工
事
の
平
成
29
年
１
月
／
２
月
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
（
検
査
）
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
て
検

査
項
目
で
基
準
値
内
で
し
た
。

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
今
回
ま
で
、
全
て
基

準
値
内
で
あ
り
安
全
で
す
。
詳
し
い
デ
ー
タ

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
企
画
政
策
課
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□　

企
画
政
策
課　

担
当
／
川
原

　
　

☎
○
１
５
０

▼
対
象　

小
学
３
年
生
～
大
人

▼
期
日　

６
月
18
日
（
日
）

▼
会
場　

天
草
教
育
会
館
（
志
柿
町
）

▼�

申
し
込
み　

４
月
28
日
㊎
ま
で
に
、
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は

　
（http://am

akyokaikan.w
eb.fc.com

/

）

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
□　
（
一
財
）
天
草
教
育
会
館

　
　
　

☎
23
―
２
３
５
５

▼
期
日　

６
月
11
日
（
日
）

▼
場
所　

天
草
市
（
天
草
工
業
高
校
予
定
）

▼�

試
験
種
類　

甲
種
、乙
種（
１
・
２
・
３
・
４
・

５
・
６
類
）、
丙
種

公
表
し
ま
す　

石
炭
灰
を
活
用
し
た

実
証
工
事
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

▼�

申
込
期
間　

▽
電
子
申
請　

４
月
10
日
㊊

か
ら
同
17
日
㊊
ま
で
▽
書
面
申
請　

４
月

13
日
㊍
か
ら
同
20
日
㊍
ま
で

※�

受
験
願
書
等
は
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本

部
予
防
課
ま
た
は
各
消
防
署
・
分
署
に
あ

り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□　

苓
北
分
署　

☎
35
―
２
２
４
４

▼
日
時　

　

▽
６
月
８
日
㊍　

９
：
00
～
16
：
00

　

▽
６
月
９
日
㊎　

９
：
30
～
15
：
40

▼
場
所　

天
草
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　
　
　
（
天
草
市
本
渡
町
広
瀬
）

▼
受
講
料　

３
，８
０
０
円

　

�

※�

受
付
期
間
終
了
後
、
納
付
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
５
月
12
日
㊎
ま
で
に
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

60
人
（
達
し
次
第
締
め
切
り
）

▼
対
象　

天
草
管
内
居
住
者
ま
た
は
勤
務
者

▼�

申
し
込
み　

申
込
書
を
消
防
本
部
お
よ
び

最
寄
り
の
消
防
署
に
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
上

半
身
像
、
縦
３
×
横
2.5
㌢
）
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

４
月
17
日
㊊
～
同
24
日
㊊

▼�

そ
の
他　

▽
受
講
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、

受
講
料
は
返
納
で
き
ま
せ
ん
▽
講
習
当
日

の
昼
食
は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

□　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
　

☎
22
―
３
３
０
５

問問
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

国税だより
○　申告所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税の振替期日
　申告所得税および復興特別所得税と消費税および地方消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯
金口座から引き落としとなる「振替納税」が大変便利です。利用されていない方は、是非ご利用ください。
　なお、今まで口座振替により納付していただいた方には、金融機関から領収証書の送付をしておりまし
たが、平成 29 年からは送付されませんのでご注意願います。

　申告所得税及び復興特別所得税の振替日　　　　　平成29年４月20日（木）
　消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替日　　平成29年４月25日（火）

　ご不明な点がありましたら、最寄りの税務署にお尋ねください。

 □　天草税務署　☎２２－２５１０　※自動音声案内　 問

　熊本県特定（産業別）最低
賃金は右表のとおり改定され
ています。
　地域別最低賃金は、県内す
べての労働者に適用されま
す。ただし、特定の産業には
産業別最低賃金が定められて
います。
　�※特定（産業別）最低賃金

には、適用範囲があります。
詳しくは下記へお尋ねくだ
さい。

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
熊本県特定（産業別）最低賃金

□　熊本労働局労働基準部賃金室
　　☎０９６－３５５－３２０2
問

▼地域別最低賃金
区分 時間額 効力発生年月日

熊本県最低賃金 ７１５円 平成28年10月１１日

（※）

▼特定（産業別）最低賃金
区分 時間額 効力発生年月日

電子部品・デバイス・電子回路、電
気機械器具、情報通信機械器具 ７５９円 平成28年12月15日

自動車・同付属品製造業、船舶製造・
修理業、舶用機関製造業 ８０８円 平成28年11月24日

百貨店、総合スーパー ７１５円 平成28年１０月１１日

※最低賃金法第６条により熊本県最低賃金が適用されます。
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募集長崎苓北会

健診

健康運動指導士
主に高齢者へ運動を指導する運動指導士（有資格者）を募集します

○勤務内容　高齢者への運動教室の開催や、訪問による運動指導
○募集人員　１人
○応募資格　�健康運動指導士の資格をもち、苓北町に住所を有する
　　　　　　65 歳未満（平成 29 年３月 31 日時点）の人　
　　　　　　（※○普通自動車運転免許）
○報　　酬　８，４００円／日
○勤務日数　１ヶ月に 15 日程度
○勤務時間　８時 30 分～ 17 時 15 分（昼休憩 12 時～ 13 時）
○任用期間　平成 29 年５月１日～平成 30 年３月 31 日
　　　　　　（※勤務評定に基づき１年毎に更新、最長３年以内）
○試験項目　面接
○申込方法　�申込書に必要事項を記入し、３ヶ月以内に撮影した写真を貼り、履歴書と健康運

動指導士の資格を証明するもの（コピ－可）を添付して提出してください。
　　　　　　（※申込書は福祉保健課にあります）
○締め切り　平成 29 年４月 14 日（金）
○面 接 日　４月中旬頃（申込書提出時に通知します）
　詳しい内容等についてはお問い合わせ下さい。

□　福祉保健課　担当／酒井　☎○１４３　問 内

要

長崎に在住の苓北町出身者の皆さんへ
開催されます　「平成２９年度長崎苓北会　総会・懇親会」

　平成 29年度の長崎苓北会総会および懇親会が開催されます。
　苓北町出身のご家族やご親戚、お友だちで、長崎に在住の方がいらっしゃいました
ら是非ご紹介ください。

○期　日　　平成 29年４月 29日（土）
　　　　　　午前 11 時 30 分開会（受付　午前 10 時～）　

○会　場　　ホテルニュータンダ
　　　　　　長崎県長崎市常磐町２－２４（☎０９５－８２７－６１２１）

○会　費　　男性　５，０００円／女性　４，０００円

□　長崎苓北会事務局（柴田重義　㈲柴田運送内）☎０９５－８２４－５７０７

５月からはじまる町の健診
平成 29年度に苓北町の健診を受ける人へお知らせします

①「公民館健診」を申し込まれた人は、５月に健診の案内をします。
②�「施設がん検診」「国保人間ドック」を申し込まれた人は、ご自分で病院へ予約する必要があ

ります。お早めに予約ください。
③「特定健診」「後期高齢者健診」を病院で受ける人は、ご自分で病院へ予約して受診ください。
なお予約の際は、「苓北町の健診を受けます」と伝えてください。
　健康保険証も準備して予約してください。
※�特定健診を受ける人は、事前に問診票を記入して病院へ行くと受付が早くできます（問診票は病院にあ
ります）。健康保険証は必ず持参してください。

坂瀬川出張所非常勤職員
役場出張所での各種窓口業務などを行う非常勤職員を募集します（再募集）

○�募集対象　苓北町に住所を有し居住する 65
歳未満（平成 29 年４月１日現在）の人で、
募集内容に定める服務規程を遵守し、職務
遂行ができる人
○�勤務体制　（勤務場所）坂瀬川出張所／ （任

用期間）平成 29 年４月１日から平成 30 年
３月 31 日まで／（勤務時間）午前８時 30
分から午後５時 15 分まで／（勤務形態）出
張所２名の非常勤職員による交替勤務　
○�募集内容　（職種名）役場出張所非常勤職員

／（職務内容）窓口での戸籍､ 住民票､ 印鑑
証明､ 税務関係証明書等の交付・地域の相
談窓口・ 本庁との連絡調整・建物及び備品
等維持管理・ 公民館業務との連絡調整など
○募集人員　１人
○報酬日額　７，２００円
○試験項目　適性試験／面接試験
○�服務規程　①法令の遵守　地方公務員とし

て関係法令の遵守に努めること（地方自治
法及び地方公務員法／苓北町条例及び規則
等／その他関係法令）　②個人情報の保護　
業務において知り得た個人情報の保護に努
めること　③業務報告　所定の様式により
１週間毎に業務報告を行うこと
○受付期間　３月21日㊋～３月28日㊋の平日
　（午前８時 30 分から午後５時 15 分まで）
○�申し込み　役場総務課と各出張所に用意し

ている申込書に必要事項を記入し、３カ月
以内に撮影した写真を貼付して、受付期間
内に総務課へ申し込んでください。併せて、
履歴書（JIS 様式、写真貼付不要）を添付し
てください。
○選考方法　適正・面接試験
○�試験日時／場所　３月 30 日（木）午前８時

40 分集合、９時試験開始 ／苓北町役場        

□　総務課　担当／錦戸　☎○２０７問 内

医療機関 電話
特定健診

（40～70歳）
高齢者

（75歳～）
がん検診

国保人間
ドック

猪口医院 37－0001 ○ ○ ○ －
苓北クリニック 35－1119 ○ ○ ○ －
天草慈恵病院 37－1730 ○ ○ ○ ○
苓北医師会病院 35－1133 ○ ○ ○ ○
天草中央総合病院 22－0077 － － ○ ○
天草地域健診センター 24－4166 － － ○ ○
天草第一病院 24－3777 － － ○ ○
県総合保険センター （096）365－2323 － － － ○
高野病院 （096）385－5454 － － － ○
済生会熊本病院 （096）351－8155 － － － ○
日赤熊本健康管理センター （096）387－6651 － － － ○
ＪＡ熊本厚生連 （096）328－1262 － － － ○

予約期間 ４－１０月 ４－翌３月 ４－１２月
健診期間 ５－１０月 ５－翌３月 ５－１２月

（注１）

（注１）

（注2）

（注１）前立腺がんのみ　（注２）男性のみ
□　福祉保健課　担当／永野　☎○１４２問 内

問



犬
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ごみ

ごみは正しく処分しましょう
～ごみの野焼き行為は禁止されています～

　家庭から出たごみなどの廃棄物を野外で焼却することは、一部の例外を除き法律で
禁止されています。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律・第 16 条の 2）
　ごみの野外焼却を行うことで、焼却時に発生する煙が大気汚染や悪臭の原因になる
ほか、地面に残った有害物質が雨とともに地中に浸透して、生活用水の水質を悪化さ
せるなど、私たちの健康や地域の自然環境に深刻な影響を与えます。また、野焼きに
は常に火災の危険が伴います。庭木の枯れ葉や剪定枝・雑草の焼却も近所への迷惑に
なります。燃えるごみとして処分ができますので、出し方を守り適正に処理しましょう。
また、ごみを処分するときには、地区の決まりに従って正しくごみ出しを行ってくだ
さい。

　　“捨てればごみ、正しく分ければ資源になります。積極的に分別を行い、限りある
　　　資源の再生利用を推進しましょう。”

犬の登録・狂犬病予防注射
生涯に１回の犬の登録、年に１回の予防注射を忘れずに

　狂犬病予防法により、犬の登録（生涯１回）および狂犬病予防注射（年に１回）を受けるこ
とが義務づけられていますので、犬を飼養してる人は必ず受けましょう。
　また、犬の死亡等で飼養しなくなった場合は、登録を抹消しますので役場水道環境課または
各出張所に届出を提出ください。
※狂犬病予防接種（集団接種）は、１回しか行いませんので必ず受けましょう。

□　水道環境課　担当／松村　☎○１４０問 内

□　水道環境課　担当／松村　☎○１４０問 内

日程 受付時間 実施場所

５ 月 ９ 日㊋

10:00 ～ 11:00 坂瀬川公民館前
（※旧坂瀬川中学校敷地内）

13:30 ～ 14:30 保健センター前

15:00 ～ 15:30 内田三区集会所前

５ 月10日㊌

10:00 ～ 11:00 富岡公民館前

13:30 ～ 14:30 都呂々公民館前

15:00 ～ 15:30 都呂々木場集会所前

○予防注射日程

○料金　登録 ３，０００円
　　　　注射 ３，１００円（済票交付料含む）

国保・後期高齢・介護

必ず届け出をお願いします！
交通事故などの第三者行為で、国保・後期高齢者医療保険を使って治療したら

なぜ届出が必要？
　�本来、交通事故などで相手方（第三者）が負担すべき治療費を国保・後期高齢者医療保険が

一時的に立て替えている状態であり、後日その治療費を第三者に請求することになるためで
す。
　　※�当事者だけで示談をしてしまうと、正当な請求ができなくなるため、示談の前にご相談

ください。

第三者行為の対象は？
　�○交通事故　○他人の飼い犬による怪我　○ケンカによる怪我―など、第三者による行為で

起こった怪我や病気です。
　　※�通勤途中や仕事中の事故や怪我で労災保険の対象となるものは、国保・後期高齢者医療

保険の使用ができません。お勤め先にご確認ください。
　　※�事故の相手が家族であった場合や、自身の過失が大きい場合でも国保・後期高齢者医療

保険を使って治療を受けられた場合は届出が必要です。

必要なものは？
　①交通事故証明書（交通事故の場合）　②保険証　③印鑑（国保の場合は世帯主の印鑑も）
　④個人番号（国保の場合は世帯主の個人番号も）　⑤窓口に来られる方の身分証明書
　　※その他必要書類は役場にあります。
　まずは役場福祉保健課へご相談ください。

□　福祉保健課　林田（国保）／酒井（後期）　☎○１４３　問 内

4・6・8月の特別徴収は仮徴収です
介護保険料・後期高齢者医療保険料を年金から差し引かれている皆さんへ

　介護保険料・後期高齢者医療保険料は、前年の所得などに応じて決まりますが、
７月に保険料が決定するまでは、前年度２月の年金からの差引額と同じ額を「仮
徴収」として納めていただきます。その後、年間の保険料確定後に、すでに仮
徴収で納めていた額を差し引いた残りの額を「本徴収」として納めていただく
ことになります。

仮徴収 本徴収

年金支給月 ４月
（第１期）

６月
（第２期）

８月
（第３期）

１０月
（第４期）

１２月
（第５期）

２月
（第６期）

問□　福祉保健課　西川（介護）　☎○１０８
　　　　　　　　酒井（後期）　☎○１４３

内
内
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退職（失業）による特例
免除制度

　厚生年金に加入していた人が 20 歳以上 60 歳未満で退職（失業）すると、市区町村役場で国民年金の第
１号被保険者になるための手続きを行い、月額 16,260 円（平成 29 年度は 16,490 円）の保険料を納めるこ
とになります。
　一方、保険料を納めることが経済的に困難な人には、申請によって保険料の納付を免除される制度があ
ります。免除制度を利用すると、保険料を納めなくとも、免除された期間は次のように扱われます。①老
齢基礎年金・老齢厚生年金の受給資格期間に算入されます。②老齢基礎年金の２分の１の年金額が保障さ
れます。（全額免除の場合）③障害基礎年金・遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。
■退職（失業）時の特例免除制度
　また、免除申請する年度またはその前年度に退職（失業）した人は、特例免除制度を利用できます。こ
の特例免除では、通常は審査の対象となるご本人の所得の状況を除外して審査が行われます。ただし、配
偶者、世帯主に一定以上の所得があるときは免除が認められないことがあります。
■手続き
　特例免除の申請には、住民票のある市区町村役場へ「国民年金保険料免除申請書」を提出（郵送可）す
る必要があります。手続きに必要なものは、①年金手帳または納付書など基礎年金番号がわかるもの、②
認め印（本人が署名する場合は不要）、③失業していることを確認できる公的機関の証明の写し（雇用保険
受給資格者証、離職票等）となっています。
■被扶養配偶者
　厚生年金加入者の 20 歳以上 60 歳未満の被扶養配偶者の人は、配偶者の退職（失業）によって、国民年
金の種別が、第３号被保険者から第１号被保険者にかわり、保険料の納付義務が生じますので、市区町村
役場で変更の手続きが必要です。
　この被扶養配偶者だった人も、上記の退職（失業）時の特例免除に該
当すれば、同時に免除申請をすることによって、免除が認められること
になっています。なお、免除された期間については、10 年以内に「追納」
をして、老齢基礎年金の年金額を増やすこともできます。
　免除制度と追納制度の詳細については下記までご相談ください。

　　□　税務住民課　担当／田中　☎○１０６
　　　　本渡年金事務所　☎２４－２１１２

問 内



　第 32 回食と農を守る・ふるさと
の味交換会は２月24日にＪＡれい
ほくであり、町特産品や旬の食材を
使った郷土料理などが並びました。

　この日披露されたのは約５０品目。
特産であるレタスは、ちらし寿司や
肉巻きなどバラエティ豊かなメニュー
に変身していました。
　米粉を使った、アオサの天ぷら「ア
オサの香り揚げ（内田、岩下和美さ
ん作）」を試食した苓洋高校の隅中
俊一先生は、「とてもおいしかった。
今度は学校でも郷土料理の実習を計
画したい」と話しました。
　また、試食の前には、松下美紀さ
ん（学校給食栄養職員）が「地産地
消と郷土料理」と題し講演。「地元
で揃う食材は地元で」「家で食べて
いないものを給食で出したい」など、
取り組みや思いを伝えていました。

　あと描き
　味の交換会で、個人的にひときわ心
　奪われた料理――

　
　�ちなみに、身はきれいに取り出してあ

りました。

ふるさと・旬の味ずらり
第 32 回 食と農を守る・ふるさとの味交換会

１　アオサの香り揚げ

２　みかん大福

３　レタスの肉巻き

４　レタスの花畑

５　晩柑ピール

６　つわのきんぴら
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